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l文化庁ニュース _̂ 

文
楽
技
芸
員
は
、

だ
れ
で
も
な
れ
る
が

2
 河

合
文
化
庁
長
官
と

若
手
文
楽
技
芸
員
と
の

懇
談
会
開
催

文
化
庁
で
は
‘
―
一
月
六
日
（
木
）
、
大
阪
・
国
立

文
楽
劇
場
に
お
い
て
、
河
合
文
化
庁
長
官
と
若
手
文

楽
技
芸
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
懇

談
会
は
、
「
関
西
元
気
文
化
圏
」
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
八
月
に
開
催
さ
れ
た
「
関
西
在
住
新

進
芸
術
家
と
の
懇
談
会
」
に
続
く
、
第
二
回
目
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
に
は
、
次
の
方
々
に
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

桐
竹
勘
十
郎
（
人
形
）

竹
本
千
歳
大
夫
（
太
夫
）

竹
本
津
駒
大
夫
（
太
夫
）

鶴
澤
燕
二
郎
（
三
味
線
）

野
澤
錦
糸
（
三
味
線
）
．

吉
田
和
生
（
人
形
）

吉
田
玉
女
（
人
形
）＊

五

0
音
順
・
敬
称
略

が
そ
う
い
っ
た
も
の
と
の
連
携
も
必
要
」
な
ど
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
「
文
楽
の
技
芸
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
」
が

話
題
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
子
ど
も
の
と
き
か
ら
な
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
人
も
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
者
も
多
く

い
る
」
「
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
初
め
て
や
っ
た
」
「
自

分
の
体
で
何
か
表
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
き
、
偶

然
そ
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
「
初
舞
台
は
入
門
後
わ
り
と
早
く
踏
む

,

'

巴

―
9

―
-
―
'
置

3

世
界
に
通
じ
る
総
合
芸
術
「
文
楽
」
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冒
頭
、
河
合
文
化
庁
長
官
か
ら
「
現
在
、
関
西
の

財
界
、
自
治
体
等
と
協
力
し
て
、
「
関
西
か
ら
文
化
で

日
本
を
元
気
t
』
と
呼
び
か
け
、
『
関
西
元
気
文
化

圏
』
を
推
進
」
し
て
お
り
、
こ
の
一
環
と
し
て
「
関

西
地
域
に
お
い
て
芸
術
祭
や
舞
台
芸
術
国
際
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
文
化
庁
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
」

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
テ

ー
マ
を
決
め
ず
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
自

由
に
発
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
す
（
順
不
同
）
。

ま
ず
、
参
加
者
か
ら
「
文
楽
公
演
に
つ
い
て
は
、
東

京
で
は
盛
況
で
あ
る
が
、
本
拠
地
の
大
阪
で
は
低
迷

し
て
い
る
。
重
要
な
課
題
で
あ
る
」
「
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
優
勝
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
夜
の
公
演
は
、
観
客

が
二

0
0
人
程
度
で
あ
っ
た
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま

こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
後
の
努
力
が
重
要
」
な
ど
と

い
っ
た
、
厳
し
さ
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

河
合
長
官
か
ら
は
「
伝
統
芸
能
と
い
う
と
、
世
襲

制
で
だ
れ
も
が
な
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
だ
れ
に
も
門
戸
を
開
い
て
い
る
文
楽
は
す
ば
ら

し
い
」
と
い
っ
た
驚
き
と
、
「
人
間
の
機
械
的
記
憶
力

は
ご
一
、
三
歳
が
ビ
ー
ク
で
あ
る
。
「
八
歳
と
か
二

0
歳
と
か
で
始
め
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
芸
を
身
に
付
け

る
努
力
は
並
た
い
て
い
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
ユ
ン
グ

研
究
者
と
し
て
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
文
楽
の
技
芸
員
（
太
夫
、
三
味
線
、

人
形
）
の
養
成
は
、
昭
和
四
七
年
度
か
ら
国
立
劇
場

で
、
同
五
九
年
度
か
ら
は
国
立
文
楽
劇
場
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
回
ご
参
加
い
た
だ
い
た
、
鶴
澤
燕
二

郎
さ
ん
、
野
澤
錦
糸
さ
ん
は
、
こ
の
養
成
研
修
の
修

了
生
で
す
。

河
合
長
官
の
「
世
界
の
中
で
も
人
形
を
三
人
で
操

る
の
は
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
発
言
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
参
加
者
か
ら
「
外
国
で
は
、
人
形
劇
は

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
も
の
。
大
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
も
の
は
文
楽
だ
け
で
は
な
い
か
」
「
人
形
で
表
現

し
て
い
る
た
め
、
外
国
で
は
歌
舞
伎
よ
り
も
理
解
さ

れ
る
」
「
文
楽
は
、
ド
ラ
マ
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、

外
国
の
人
に
も
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
「
作
品

は
た
い
へ
ん
す
ば
ら
し
い
。
世
界
に
も
通
用
す
る
も

文
楽
を
多
く
の
人
に

見
て
も
ら
う
た
め
に
は

ー

最
後
に
、
参
加
者
か
ら
、
「
舞
台
で
使
え
る
人
形
の

か
し
ら

首
は
限
ら
れ
て
い
る
。
首
は
修
理
し
な
が
ら
使
っ
て

い
る
状
況
」
「
文
楽
で
使
う
太
綽
の
三
味
線
の
糸
を
作

る
業
者
が
一
軒
し
か
な
い
」
等
技
芸
員
だ
け
で
は
な

く
、
「
道
具
を
作
る
人
が
大
事
で
」
こ
の
方
々
の
存
亡

が
「
文
楽
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
、
当
日
の
懇
談
を
終
了
し
ま
し
た
。

【

追

記

】

＂

懇
談
会
の
翌
週
の
―
一
月
―
一
日
、
秋
篠
宮
同
妃

両
殿
下
が
、
皇
室
と
し
て
は
初
め
て
国
立
文
楽
劇
場

に
お
成
り
に
な
り
、
文
楽
公
演
「
平
家
女
護
島
』
を

ご
鑑
賞
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

4

文
楽
を
支
え
る
人
を
大
事
に

の
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に

関
連
し
「
近
松
物
は
七
五
調
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、

字
足
ら
ず
、
字
余
り
で
や
り
に
く
い
」
「
東
京
の
人
は

根
本
的
に
勉
強
し
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
る
」
「
関

西
の
人
は
、
シ
ビ
ア
で
入
場
料
に
値
す
る
か
ど
う
か

と
い
う
見
方
を
す
る
」
と
い
っ
た
実
感
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
翌
日
（
一
一
月
七
日
）
、

「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
」
が
、
平
成
一
三
年
の
「
能
楽
」

に
続
き
、
国
連
教
育
・
科
学
・
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

コ
）
に
よ
り
「
人
類
の
口
承
及
び
無
形
遺
産
の
傑
作
」

と
し
て
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

’↓

:

,

_

1
ぃ

9

ー

し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
、
文
楽
公
演
を
、
特
に
「
発

祥
の
地
」
大
阪
で
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
う
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
に
つ
い
て
、
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
小
さ
い
と
き
か
ら
、
，
目
で
、
耳

で
な
じ
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
必
要
」
「
シ
ス
テ
ム
と
し

て
集
客
を
検
討
す
べ
き
」
「
底
辺
を
拡
大
す
る
た
め
に

は
、
実
際
に
演
じ
て
も
ら
い
、
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
」
「
知
ろ
う
と
し
て
い
る
人
に
積
極
的
に
教
え
て

い
け
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
」
「
地
方
公
演
、
学
校
公

演
を
一
層
充
実
す
べ
き
」
「
文
楽
を
も
っ
と

P
R
す
べ

き
」
「
現
場
の
先
生
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
地
方
、
学
校
等
か
ら
は
公
演
の
要
望
が
た

く
さ
ん
来
る
が
、
応
じ
き
れ
て
い
な
い
」
「
人
形
は
大

人
が
使
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
。
子
ど
も
に
使

わ
せ
る
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
手
を
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
具
体
的
な
課
題
も
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

河
合
長
官
か
ら
は
「
文
楽
公
演
と
観
光
•
町
並
み

な
ど
個
々
で
は
な
く
、
皆
が
連
携
協
力
し
て

P
R
す

る
こ
と
が
必
要
」
「
特
に
、
大
阪
に
は
戯
曲
の
題
材
と

な
っ
た
地
が
あ
る
。
そ
れ
を
絡
め
る
と
い
っ
た
工
夫
も

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
『
曾
根
崎
心
中
』
と

『
曾
根
崎
天
神
』
な
ど
」
「
難
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、

文
楽
の
公
演
と
と
も
に
、
街
を
楽
し
む
環
境
を
つ
く

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
「
大
阪
商
工
会
議
所
が
、
大

阪
ナ
イ
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ツ
ア
ー
を
検
討
し
て
い
る
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舎
長
官
対
談
命

字
文
化
人
の
本
音
]
河
合
隼
雄
文
化
庁
長
官
対
談

奥
村
信
之
彫
刻
家

[
長
官
コ
ラ
ム
文
化
庁
の
抜
穴
〗

【
文
化
庁
提
言
]

著
作
物
の
円
滑
な
利
用
・
流
通
を
目
指
し
て

可

識

者

提

言

】

．

モ
バ
イ
ル
が
切
り
拓
く
コ
ン
テ
ン
ツ
流
通
の
未
来

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岸
原
孝
昌

活
性
化
す
る
放
送
番
組
の
二
次
利
用

冨
談
会
】

ネ
ッ
ト
時
代
に
お
け
る

コ
ン
テ
ン
ツ
流
通
の
未
来
と
課
題

巴
日
四
圏

今
月
号
は
、
日
本
文
化
の
国
除
苑
信
を
中
心
と
し
た
、
国
監

文
化
交
流
に
つ
い
て
特
集
を
組
み
ま
し
た
。
今
年
の
三
月
に
国
院

文
化
交
流
懇
談
会
の
報
告
咎
が
ま
と
め
ら
れ
、
平
敗
一
五
年
度

か
ら
日
本
文
化
を
梢
極
的
に
海
外
に
紹
介
し
よ
う
と
い
う
取
組

の
一
っ
と
し
て
、
文
化
庁
文
化
交
流
使
の
派
遣
が
始
ま
り
ま
し

•Jo 4
9
.
 国

隊
文
化
交
流
と
い
う
と
、
一
見
姓
し
そ
う
に
聞
こ
え
ま
す

が
、
例
え
ば
、
海
外
に
旅
行
し
た
と
き
、
あ
る
い
は
海
外
か
ら
観

光
客
が
来
た
と
き
に
、
日
本
の
文
化
や
私
た
ち
の
生
活
に
つ
い
て

少
し
で
も
話
す
こ
と
か
で
き
た
ら
、
そ
れ
は
立
派
な
国
院
文
化
文

コ
ン
テ
ン
ツ
の
流
通
促
進
に
つ
い
て

魯
特
集
令

令
連
載
會

言
が
ま
ち
の
文
化
振
興
条
例
】

三
重
県
四
日
市
市

【
い
き
い
き
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ー
美
術
館
・
博
物
館
事
業
レ
ポ
ー
ト
ー
】

斎
宮
屈
史
博
物
館
（
三
重
県
）

[
著
作
権
の
保
誼
と
そ
の
例
外
]

〖
子
ど
も
た
ち
か
ら
見
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
】

佐
原
市
佐
原
（
千
薬
県
）

[
全
国
発
掘
調
査
ホ
ッ
ト
情
報
】

紫
香
楽
宮
ほ
か
（
滋
賀
県
）

[
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
事
業
]

平
成
ニ
ハ
年
度
支
援
事
業
の
勢
巣
に
つ
い
て

冗
来
語
の
現
状
と
そ
の
解
決
の
た
め
に
l

:
;
…
…
…
…
…
゜
，
，
：
甲
斐
睦
朗
国
立
国
語
研
究
所
所
長

【
探
訪
日
本
の
世
界
遺
産
]

古
都
奈
良
の
文
化
則
（
奈
良
県
）

【
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
も
っ
と
楽
し
む
万
法
]

裂
彩
色
の
ひ
み
つ

【
日
本
の
伝
統
美
と
技
を
守
る
人
々
】

左
官
（
京
整
）
，
佐
藤
治
男

令
文
化
庁
ニ
ュ
ー
ス
令

文
化
庁
国
際
文
化
フ
ず
ー
ラ
ム

平
成
一
I
i
年
疫
文
化
庁
長
官
表
彰
表
彰
者
決
定

'

,

 

流
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
も
、
私
た
ち

が
自
国
の
文
化
を
見
直
し
、
ま
た
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
づ
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
て
は
、
歌
舞
伎
、
能
と
い
っ
た
日
本
の
伝
統
芸
能
の
み

な
ら
ず
、
ア
ニ
メ
、
映
酉
な
ど
、
訴
た
な
日
本
文
化
が
他
界
で
闘

め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
そ
の
よ
う
な
文
化
を
さ
ら
に

且
界
中
に
広
め
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
、
日
本
の
誇
る
さ
ま
さ
ま
な
文
化
に
つ
い
て
も
、
世
界
中
に

広
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
魅
力
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
か
と
恩
い
ま
す
。

(

T

1

) ほ
か

文化庁月幸展 12月号（通巻423)

移
転
の
お
知
ら
せ

―
文
化
庁
は
平
成
一
六
年
．
月
五

El

-
_
J
J
)
よ
り
左
記
へ
移
転
い
た
し
ま
す
，

代
表
褐
話
は
、
従
来
と
同
し
番
号
を
仙

川
し
ま
す
が
、
直
迎
霞
話
、
F
A
X
に

つ
い
て
は
、
番
号
が
変
更
に
な
る
も
の

も
あ
り
ま
す
c

-T
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0
1
，
八
九
五
九

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
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0
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五
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皇
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一
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